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日

号
外

ペ
ー
ジ

七
〇
二

一
般
財
団
法
人
日
本
海
事
協

会
か
ら
登
録
事
項
の
変
更
の

届
出
が
あ
っ
た
件

一
七

四

七
〇
三

既
存
住
宅
状
況
調
査
技
術
者

講
習
登
録
規
程
に
よ
り
既
存

住
宅
状
況
調
査
技
術
者
講
習

実
施
機
関
の
代
表
者
を
変
更

す
る
件

一
八

五

七
〇
四

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
と
と
も
に
、
直
轄
砂

防
工
事
を
施
行
す
る
件

一
九

五

七
〇
五

登
録
水
先
人
養
成
施
設
の
登

録
事
項
を
変
更
し
た
件

一
九

五

七
〇
六

登
録
水
先
免
許
更
新
講
習
の

登
録
事
項
を
変
更
し
た
件

一
九

五

七
〇
七

Ｏ
Ｃ
Ｒ
に
用
い
る
申
請
書
の

記
載
方
法
に
関
す
る
告
示
及

び
登
録
船
舶
職
員
養
成
施
設

の
教
育
の
内
容
の
基
準
等
を

定
め
る
告
示
の
一
部
を
改
正

す
る
告
示

一
九
135
二
八

七
〇
八

指
定
自
動
車
の
指
定
製
作
者

等
の
住
所
を
変
更
す
る
旨
届

出
が
あ
っ
た
件

二
二

五

七
〇
九

七
一
〇

原
動
機
付
自
転
車
の
製
作
者

等
の
住
所
を
変
更
す
る
旨
届

出
が
あ
っ
た
件

二
二

五

七
一
一

指
定
自
動
車
の
指
定
製
作
者

等
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住

所
を
変
更
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
件

二
二

五

七
一
二

七
五
四

自
動
車
の
型
式
を
指
定
し
た

件

二
二
136

九

七
五
五

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
型
式
承
認
を
し
た
件

二
二
136
一
五

七
五
六

七
五
七

原
動
機
付
自
転
車
に
つ
い
て

製
作
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た

件

二
二
136
一
五

七
五
八

七
六
〇

小
型
特
殊
自
動
車
に
つ
い
て

製
作
廃
止
の
届
出
が
あ
っ
た

件

二
二
136
一
五

七
六
一

新
島
空
港
の
施
設
変
更
許
可

申
請
が
あ
っ
た
件

二
二
136
一
六

七
六
二

七
七
八

自
動
車
の
装
置
の
型
式
に
つ

い
て
の
指
定
を
取
り
消
し
た

件

二
三

五

七
七
九

七
八
二

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

二
三

七

七
八
三

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
及
び
特

定
技
能
雇
用
契
約
及
び
一
号

特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画

の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
の

規
定
に
基
づ
き
建
設
分
野
に

特
有
の
事
情
に
鑑
み
て
当
該

分
野
を
所
管
す
る
関
係
行
政

機
関
の
長
が
告
示
で
定
め
る

基
準
を
定
め
る
件
の
一
部
を

改
正
す
る
件

二
三
137
一
三

七
八
四

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正

な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国

人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
建

設
分
野
に
特
有
の
事
情
に
鑑

み
て
告
示
で
定
め
る
基
準
等

二
三
137
一
九

七
八
五

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指

定
す
る
件

二
五

五

七
八
六

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
指

定
を
解
除
す
る
件

二
五

八

七
八
七

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定

法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
の

基
準
を
定
め
る
省
令
及
び
特

定
技
能
雇
用
契
約
及
び
一
号

特
定
技
能
外
国
人
支
援
計
画

の
基
準
等
を
定
め
る
省
令
の

規
定
に
基
づ
き
物
流
倉
庫
分

野
に
特
有
の
事
情
に
鑑
み
て

当
該
分
野
を
所
管
す
る
関
係

行
政
機
関
の
長
が
告
示
で
定

め
る
基
準
を
定
め
る
件

二
六

二

七
八
八

外
国
人
の
育
成
就
労
の
適
正

な
実
施
及
び
育
成
就
労
外
国

人
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
物

流
倉
庫
分
野
に
特
有
の
事
情

に
鑑
み
て
告
示
で
定
め
る
基

準

二
六

二

七
八
九

信
号
符
字
を
点
附
し
た
件

二
六

七

七
九
〇

信
号
符
字
を
取
り
消
し
た
件

二
六

七

七
九
一

船
舶
国
籍
証
書
を
無
効
と
し

た
件

二
六

七

七
九
二

対
面
に
よ
る
点
呼
と
同
等
の

効
果
を
有
す
る
も
の
と
し
て

国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
方

法
を
定
め
る
告
示
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

二
六
141

七
九
三

新
潟
空
港
の
飛
行
場
灯
火
に

変
更
を
加
え
た
件

二
六
141

七
九
四

七
九
七

高
速
自
動
車
国
道
に
関
す
る

件

二
九

二

七
九
八

航
空
法
施
行
規
則
第
百
五
十

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同

項
に
規
定
す
る
遭
難
追
跡
装

置
又
は
航
空
機
用
救
命
無
線

機
を
装
備
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
飛
行
機
で
あ
っ
て
、
技

術
上
の
理
由
そ
の
他
の
や
む

を
得
な
い
理
由
に
よ
り
同
項

に
規
定
す
る
遭
難
追
跡
装
置

又
は
航
空
機
用
救
命
無
線
機

を
装
備
す
る
こ
と
が
困
難
な

型
式
の
も
の
及
び
当
該
飛
行

機
が
、
同
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る

遭
難
追
跡
装
置
又
は
航
空
機

用
救
命
無
線
機
を
装
備
し
な

く
て
よ
い
期
間
を
指
定
す
る

告
示
の
一
部
を
改
正
す
る
告

示

三
〇

二

七
九
九

排
出
ガ
ス
対
策
型
建
設
機
械

の
指
定
に
関
す
る
件

三
〇
144

八
〇
〇

低
騒
音
型
建
設
機
械
の
指
定

に
関
す
る
件

三
〇
144

〇
観

光

庁

八

旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く

登
録
研
修
機
関
の
登
録
を
し

た
件

四

四

九

旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く

登
録
事
項
の
変
更
の
件

五

六

一
〇

旅
行
業
法
の
規
定
に
基
づ
く

登
録
研
修
機
関
の
廃
止
を
し

た
件

一
五

九

一
一

〃

一
八

五

〇
気

象

庁

五

気
象
庁
船
舶
気
象
無
線
通
報

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〇

二

〇
海
上
保
安
庁

一
九

デ
ジ
タ
ル
選
択
呼
出
装
置
を

使
用
し
た
遭
難
警
報
の
受
信

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
海

上
保
安
庁
所
属
の
海
岸
局
の

通
信
圏
等
に
つ
い
て
の
一
部

を
改
正
す
る
告
示

一
〇
128
六
一


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